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昭和 3 7 年 5 月 1 日 明和村広--報
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王七万舎鉄明の西‘円との
吾分を難筋年校小今の昨予
：；団見茎コの舎学年増年算

:下*]]]i[]
：・ 四億の巨費を投した ［差闘積尉諸忌醤臣

；；たのに車他増新と等村

新昭和橋竣工近し 評酎悶渭計賛＇遠
苔 県道佐野、行田線、館林、岩槻線の群馬県と埼玉原を結ぶ本村Ill俣地先の利根ILL :こら消をしム動つに‘り,:

ii に架せられた昭和橋は、損傷がはなばなしいため改築中でありましたが、昭和33年 ］甘；冤号門目尚忍闊二ごg
i: 9 月 15 日若工以来 3 年 7 ヶ月を喪やし漸く竣工を迎えることになりました。 ；呈築に円ー補オま団とあは
芸 この新しい昭和橋は延長658. 3 メートル、有効巾貝7メートルでラングー（櫛型） gに角を〇助入し額なつ今
且 67 メートルが 7 連、鋼合成桁30メートルが 6 連という大きな橋です。 ：と霊本見万即のたにつたま

；弓点年込円ち約°てたので
苔 これに要した鉄材はliai.9 トン、取付道路1060メートルを加えた総工費は灯紅05 ：：を度ん鴻地半 二のが一
汀 35万円に達して居りますo 竣工式は 5 月て負2矛定です。これが完成のあかつきは ：：おのでの万分 ‘で一〇
且 本村の新名勝とし、またIll 首百克藉m級国道編入も決定し将来一偉観となることで ；紅ヽ予あ二交を 二約 00
i[ しよう。 （写真説明新威容を誇る昭和橋） lB請；ては門 号五g悶
二；；；；；： a ： ;;;;;:;;:;;;;;;;;:;;;;;:;;:;;;;;;;;:;;;;;;;;:;;;;;;;;:;;;;;;;;:;;;;;;:;:;;;;;;:r;;;;;;:;: iii;;;:;:;;;;;;:;;；；；；；；：；：；；；；；；：；：；；；；；；：；：；；；；；；：；；；；；；；；：；誨算学す 0 はう を万の一

の木 までまたお用需と し、考系
施藁従せきでずき者用ししわへ伝水
設築 •9 んる生‘‘は者てたれ方染道 \( . 出゜Iiい田詞鱈＇： 永 I管類施 な用心か万し水水す達守と
理と設 くすしの福‘を道°しろも 迂［
に異が てるて揉のそ ‘9え たうとはり他 はこそい信し豊飲 もと消 )( 
岱そ、塁ぽぷ：畠？盃翌塁塁し‘醤戸舟 i 

危昇棗てよ青塁五［昇[5 ［ 染
染道れの少区しのス前 でれてさつ )( 
病はた効なにた伝‘に もば需れて
のこわ果かはと染パ赤 なな用屑 病
防のけがつ患き病ラ痢 いら者充生 )( 
あよではt・者もがチ‘ こなの分上
つうあつ£発‘全フコ とい信なの
ににりきし、生水国スレ でこ頼配観

::/]  ll!：口：／投：: 口：：！！：：塁報長／□;／／］／／／
谷島貫俣賀輪島谷原里島口 井黒黒は印合の年ん貸区賀ょもいごすいる

分分分分分分分分分団新あ団防 新は田と度と‘長うのろ家°ろこ こ

匹匹こ：『濯国頓彎］用！呻雨詞罪扇I]:l [ ^ [ 比山木成田沼合沢上島木平塚 b °ー移餌三一貞一忠友太善好ー政一長次四 貞能治好鍋郷徹銀照ー福利源 は選りさ還矢選 、民を夫子 事‘ 民ま
野竹村不 ま本日動一郎郎一郎弥衛郎次一郎男好治郎郎安ー一平一蔵市司三寿郎次七次 同中まんが島 生はし供 が各 生す
正一二正広範貞和慶喜弥し年付 郎 郎 代ですた行のさ矢課かての行地 課゜
美郎昭也樹一雄茂雄夫一章一た度に 新新新新 新新 理す°ちわ区る島シり‘たわで
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昭和 3 7 年 5 月 1 日 町和村広報
力が整年員i'-小学五学 校るまが動動搬腰のと三一ぃ午出共統
と‘理度十名学級名校学 l' ----- .̀.. —~ ー・ でこま‘員がを掛卜農月時‘前 9Jヽしに合大
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に家合丸耕 のの面れ劣農る国き生農結榮てのれし 正田 との校幼耶腰な十児 政之永中よ 三夭小品一し、江館板新へ松
つをはに地ー結現積はの家よ農な活家局化お兼ててさ 枝宮専と三‘児任掛り三学幼 憲‘楽より西‘笠島本郎 林西郷‘本
き分‘現別三果わの‘差のう榮いを収‘える業き‘し‘ 農 先士任致校明学のもま日級稚 板小り‘小転 幸雄 板富大小小梅美
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庫 正 I 謂定額 1 牧入済額 I 器•入塁塁馨日1歪 殷めと

冒］塁：詈：円翡税％軽；：悶贔：『守［］言□ 要］
月月月月月月月月月月月月 所 ーが員治よと実をれすりがだ

心五ぇ反品后ええ戻元言え｀口甕喜な認名で翡ば五ご
f房 訳 日日日日日日日日日日日日塁信悶存り烹品羹存弓荏裏麿喜

甲る でるら摺税れ九固な民各煩
に u 上と 二二三二三三二三三三三三民中日すよ三整のば年定り舘大わ
点割 げき九九〇六 0 0 九 0 -0 0 0 央 が 5 名備改な度資まで字す

ま 日日日日日日日日日日日日舘公 ‘．こ程の正らを産し集出わ
結 人と度たなな目のた合張け

面霜樗芯謡闘平芯瓢訊覧＃＿ う御班本に負正入考件
午の正の中梅新斗下上大須大 お足長年そし 9こ等れ慮費

凹悶部午部谷原里一廣ほー且農賀輪孟 門賢認謬詮烹
校た笞」時午午 江 南田一江千入□1- 致もにらうとてつと場後昌言麗；賛善立直I~]員罰
0 0 ，このらに甜ネ惑で人母本 万一十時 五五匹す

0◎育 連西中 束婦社 1 御花ずなの 1 到あ々の年毎 月尚四よ時遥月田月役月゜
吉斎年 絡部部 部人会，協をそつ気シのりが日は年国の一時り閻協二殷ー場三
這団 協 会教，力胸のて持ヨシま母と充五―1 予般よ＋は日協日‘十
澄 上0毀よ◎宮〇つ久◎ ＾育 I 下iこ意おをンンすにし月月母定のり四し、西東栴 E]
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措
置
を
溝
ず
る
も
の
と
す
る
。
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明
和
村
の
人
口

（
九
月
一
日
現
在
）

世
帯
数
一
、
六
七
九

人
口
総
数
九
、
三

0
四

男
四
、
五
八
二

女
四
、
七
一
三

本
籍
人
ロ
―
―
-
、
五
八
一

西
小
学
校
九
月
上
旬
着
工

明和西小学校統合新校合完成図
ァ ,—· • 9 - --—- -•クシ＿＿，．．~.::::・--- ----

／ア —·//――-•ク-----・ ーー／‘ーク·_..,.--,,.. ’;/'>---三
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1 ;ー：／三：ここ模二三三三三蘊、延80：坪―—--·--

鉄
筋
コ
ン

一
小
中
学
校
の
統
合
に
よ
っ
て
校
舎
（
八
百
四
坪
）
の
約
四
五
一

四
月
新
発
足
し
た
、
明
和
西
小
％
三
百
五
十
七
坪
を
建
築
す
る

学
校
の
新
校
舎
は
前
襦
の
根
本
こ
と
に
な
り
、
八
月
―
i
十
四
日3
~

一
級
建
築
設
計
事
務
所
で
設
計
清
水
建
設
、
小
野
里
H
業
、
石
一
―

さ
れ
旧
佐
貫
中
学
校
の
校
舎
を
川
建
設
、
河
本
工
栗
の
四
社
に
一

と
り
こ
わ
し
た
跡
の
敷
地
を
更
よ
っ
て
競
争
入
札
が
行
わ
れ
最
i

に
拡
張
し
て
、
三
十
七
年
度
、
低
値
の
二
千
三
百
七
十
万
円
に
[

.. 

三
十
八
年
度
の
継
続
事
業
と
し
て
河
本
工
菜
に
落
札
。
f

て
建
築
す
る
こ
と
に
な
り
主
し
九
月
二
日
に
若
エ
昭
和
三
十
一

た
c

．
八
年
一
ー
一
月
十
五
日
完
成
予
定
で
一

新
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
す
が
引
班
い
て
第
二
期
工
事
で

ト
三
階
建
て
、
公
使
室
や
附
属
残
り
全
部
を
完
成
す
る
の
で
一
―
―
[

建
物
を
加
え
る
と
八
百
四
十
坪
十
八
年
の
秋
に
は
竣
工
式
を
迎

r

の
豪
壮
な
も
の
、
一
期
分
は
本
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
よ
う
。

郷
土
を
よ
く
す
る
話
し
合
い

神
田
知
事
を
囲
ん

県
政
広
聴
会
が
開

かで

れ

た

堀竹ん酒 つのえりて要にち方 開よーの村両カ~県
口蔵‘井質て建に‘知望つだは時かく時方艮阻ら知去
治さ坂孝問い設反知事がいつ酒間れす役，，ヽ躙地 m ろ
平ん上さ者t• r 映卑よなてた井のたる場百小‘元及七
さ‘敏ん b 疫しはりさ‘が孝都°話会三松村選び月
ん駒太‘ 立てこ懇れ建‘外合 し議十原当出関十
、宮郎新 たよれ切‘設い十で 合室名猥局の係七
田新さ井 せりをなこ的づ二質 いで程長か高者日
ロ三ん初 たよ媒答れなれ名問 のー出出ら瀬‘神
重さ‘太 いし、政弁に意iのさ 会郷席席は‘県田
夫ん野郎 と郷のがつ見県方れ ←土午村坂酒類群
さ‘本さ 官土うあいや政たた がを后民上巻会馬

!1 --3 T `Jるt.:·9, 1: i 
＂，；で｛且

.ｷJ さ坂

云~Jー：｀；よ竺神E:L] 
ん上

ー な卜ばまば用七 てでツ人は L 異ー使 つのどう
日とかンつす充す百こいふ卜当約現た的日用そて被も 8 最
千こつの前°分ろ卜れで百ルり六在°大二水のき害大照近 み

出且誌泊コ屁蓄 l]目諄廷屎 ;’’’’’’’□’’‘E〗’―~―i見゜］心： [ : : ; ，；阻五五塁 9 ；悶菜゜悶合百［道四L ・ a,. • 9. 9しデ
べて て八かなあを日 さ時百通人 れにし道 に‘物か て • -、ー・・～一：．←と‘’......:.-
きは い百んりれ使約 れ期りーロ ま驚ての なそない

つにのをそ因エ四なし れで勿の廻 い一の なさない異筈（D し、 新装なった
た止ご水こ難ンをりてこまな諭違し先る部万こつ約のる的な た
わむ協道ででジおまくのすく違反た日せのをのて三での大の 昭和橋開通式盛大に行はる
ば占召ぢ届t [ ; t ; t ゜畏届言を心沿累昂世し：怠戸き旦管 t; 四位の互究と三ケ年半をついやして完成した昭和橋は、
臼打［且：：薗円汀由［田丘庄理fこ 口こごぶ：罵、崎玉の知単以下各関係者が参集、
断する勢 長事ンが水 る方まニーろ悪は勿鵞閻もゆ用と 橋の渡り初めには、三夫婦として本村からは千津井の閲部仁君家族が晴の式に参加渡り水るにの 期°プ危量 とばし＋斉う用な論き使こうさし、二= \ヽ
衿土霜畠 哩孟猛茫盆 骨ち~窟芦届力；とぶ言下贋烹ぢ悶品 初めを行った （写兵説明埼玉県知事の昭和橋開通テープ切断風景）
セ月 拾四＝ニーはこな改近とと的 1l1 久部 画つ見いなで早やとこ定脳の傾はを近心 り尚おう家流ど

二土日 ‘‘‘‘ のり組くい‘で酷し長従 をたそたるそ＼、す期こつさんな卒ーそ向正占年臓成 ‘い願皆庭すう

曰：村塁§田［鰭詞出：悶：［国日：；［出：叫叫叩．近胃 9 息：叶胃
計計件 だの晶孟房麿盈悶＆負碧鷹閂仁は協： ；‘,;.塁戸は註晶tしと、岱唇ご雰~tt竺忍塁 1；畠＜阻｝か 百四 19 は盟点
希成拾菩ょ 除整苦のす＾的向環住て‘合 弓思急者すりのでのとて思ンむきめか成途こ順る卒希 どし°る用へ道
g凸得察り 及備盈妻含gg点贋岱〗りぷ：き；晶芦゜］悶：塁より;‘g累x t閾禁貪芦謬喜内息病芍 佐；、羞炉序畠
内内鵞署 [ 上塁合：や恩悶奇塁 1打：言：中汀口塁幻；｀｀召紅ig Iミ万；のる ＇謬‘盆年‘ぷ雙
予ミ孟呈文文西 ~1 ~村こ翌嚢そ書喜t麿せさ写 巴： 目広喜？り古よでは菜喜食悶⑰号晨検閲畠め集 な冒ばとは全
白腕；腕腕現椅腕 門馨；百駅緊急ぷ；苫塁彗近＝ 豆゜讀年房広：広りか汀濯塁酎濯実 t ; 5 t I” 布時ン時時 時 た位す会んちでで楽な他虫衛 く 阜 たし、他者期む検らす検らすけの七者が 1文し者詈卜月 施指プい申も
地計 u 計計金子lit しの°をににきき館仕予生 呈 してには発こ査医°査に°がこ割と六血まが エ定イ°請指

矢高［新下足岩下 ＾手は門晶計嘉は隈賛 誕： ＾手晶；塁旦謬紅謬昇悶謬冒；検 ^I 塁註坦［
島板成宿町次田三 民°の こり部°に内行 上 4: 9 民°込 申課治なの診 けつ代間約が者°よ い・吉＾~ 民と事工 111l か事
地地島地地地地林 生 ご とを落 もにし、 生者 込あIll!り者察 るた金接＝ふにこる 場： ＂ク~ 生処以事風ら店
内内地内内内内地 課協に願のそそま 9 課にみてのまはと よ喪が撮面ろ分の七合 課罰外も呂施を

内 内 ツカ ない衛ののす : シ又下にたす六‘ う人四影のいけ検条は yさの含とエ通

九五年険件険ー：：： H用収し民拠 三ニーお県尚ん＝は内年夫拠 村 お次詳 三 ニ ー誤 ヘ三‘分料‘料四八強状めての出 国 ‘‘‘り下七゜号大に金死出 知第細行オ脳‘乳よ九‘卜学九‘診今九 が＾＾七写四＝一翠三叫如瓢翡適民 囀霜平蹂塁靡喜年麿 a贔□‘塁訂酎葱糾盈店万堪：誓］月 自冒叶習腕自現現下
賛に墨輯四畔汀出巳用年 計:::゜鵞曼全りt元；、［含塁 ［誓立す忽臼塁g;:[9 詈!::g ; ほ：昇塁塁昇塁金金畠

＾お料0ー三除一意険のがり力発 ＾四三 はに穀代た第こ被 ＾まてい 血の を生年 行住＋撮す定周｛ 下名下駅青羽赤新松成
民り納°°七者六加者お‘好に足状金民一三七一つお沢さ°二の保ー 民ナそて 圧た 行れ四 ぃ民二影°で 町小町前梅附生当原島
生ま入人人件一三入数りそ成よ以 生件件件件ぎけ幾ん第号程険号 生°のは 測め いま月 まの日 住診 地路地広天地田郷地地
が堵五ぶ謡塁昇品閃貴況 巴 麿そ含ぷ諄男 巴塁塁翌翠手悶i梵素 岱断勺内場神内閂閂内内

ク
リ
ー
ト
三
階
建

明和村役場

発行所明和村役場

絹渠人和田実

発行人奈良庄次郎

印刷所小林印刷所

^ 
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い茄殴飛卜＾来約居太 工をラ万 08 本とン五し出新大最
と染閑踏メ現年栽り田原員潰ツキ始に地ク〇た‘進字近
かし期を 1 在は培‘‘料が込キロして上り坪‘漿食江工
‘てに計シ買敷を明佐は働みヨ‘ま‘に l あ同産料焦場
免加は面ヨ収地希年野邑ぃヽゥ茄し本岳卜り工物工の誘
にエ婦しン済も望か方楽て現 l 子た年ハタニ湯の業元到
角生女て化ジ六しら面‘居在四ーが七石ン七は加株殴に
巽産子居し機〇てはよ館り約 ‘O‘ 月積ク立現工式粉躍
家にをりて破〇居腹り林ま五 00 胡よのが方在に会工起
の当多‘‘も坪り家買‘す 00 万爪り樽三米敷乗社掲の
勤りさまーオ拡まと付古°名 0 キ七創ー 0 の地りが跡昨
労たくた大 l 張す契て河 の俵口〇業七基コ七出進 1こ今

＄悶
とに

］顎刊：
土思大

(2) 

敦
育
委
員
会
雑
報

E
ｷ
 

ー
し
じ
で
ず
。

]
こ
の
傾
向
は
早
く
治
疫
し
病

気
を
軽
く
す
主
せ
る
と
去
う
事

で
誠
に
結
構
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

昭
和
三
塁
度
に
お
け
る
一

部
落
別
受
診
の
状
況
を
お
知
ら

亡
致
し
ま
す
。
（
民
生
課
＞

す割よtc
昭°合（事俺
和 1ょ聞ほは
三 仔くな健
十 鉛がい哀
五 1こ‘‘で
年 増医と医
度 へ者云者

はにおと‘回度三がり三し回二に険数か医 1こ て 1こふに
大おり増二数に十‘ま日て日‘て者はつ者お おか言か
体い日へ四は於六昭しで八数一つ一被たにい りか妾か
同て数て回二て年和たあ ‘1こ六い人保回か，て まるをつ

る豆芝色I 世帯数渭嗜 I 骨は 1 費用額 I 魯喜
円

上江黒 95 492 980 1. 19B.484 1.99 下江黒 65 346 719 809,495| 2,08 
斗合田 73 I 394 I BOB I 924.5321 2.os 
千津井 104 565 1, 141 1,024.857 2.03 
江口 103 I 543 I 1. 085 I t.258.9441 2.00 
田島 BO I 456 I 1,189 I 1.109.8281 2.61 
新里 69 I 271 I 528 I 681.6691 t.95 
梅原↑20 I sa21 1.20611.299.0<tl 2.07 
中谷 45 I 176 I 465 I 704. 4221 2.64 
南大島 175 I 974 • ,859 I 2.144.6131 1.91 
上輪上 52 I 268 I 633 I 858,0811 2.34 
,,下 96 I 540 I 1. 249 I 1.410. 9201 2.28 
須賀 461 2151 461 I 421.2161 2.14 
川俣 49 I 204 I 543 I 684. 6061'ｷ" 
大貫佐 81 I 380 I 913 I 000. 7551 2.,0 
矢島 106 I 503 I 1. 159 I 1.033.2881 2.30 
入ケ谷 23 I t23 I 214 I 184.4901 1. 74 
合計 1.578 7. 050 1 5. 1 52 1 6. 557. 2591 2. 1 6 

て察館 けた ＼、のあ こオ万改れ控さ上以そ 1文
お署林まれらあ と未円めな除れ満上の‘青
申前のだば十なてナな に渭‘‘し、11!1て二十年昭色
出ツ自申な五た な九漬年がそい十二末和専
下へ家告り日が＼ヽンた っ万十齢‘のた五万で三従

渭：: [!] 1＜g|冑且魯：5坦に＾い告購かは運 で満I:区上か万五十ま限
計；召認 つ機 訂彗闊認訂囁届
といお入とやこ・ つか入 りの り （口）（イ） 0
つま客湯き劇ら皆 ま過無一手たエ番 m 認持
てす様券‘場ん様てな場 す料申‘数もン号名印参
下‘にの興に 1こが °を告四料のヂ‘‘ す
さわ渡半行‘なヽ ら券 課で＝と°ンエ車る
し、すす片者おろ映 さす C 保のン体も
°れこを側はた画 ずの れと円険香ヂのの
ずと切はいめや う半 る三で料号ン型
に 1こ取かり‘し こ万すとをの式
‘なつなに映ば け片 と円゜合メ型‘
うつてらな面い が以せモ式車
けて‘ずる館を とは ぁ下てし‘体

i I I夏夏言ご云Ill喜t星言：筐
も得どは新関さの呉金し‘ -

◎
体
協
だ
よ
り
雙
道
三
年
石
村
利
純
二
、
校
舎
の
補
強

l
l
J

O
球
技
大
会
ー
ニ
年
早
川
久
新
校
舎
が
で
き
る
ま
で
の

七
月
二
十
二
日
、
野
球
大
会
高
点
針
谷
正
信
間
、
現
在
の
校
舎
を
使
用

◎
社
教
だ
よ
り
定
を
受
け
、
生
活
学
級
を
開
県
の
主
催
で
、
七
月
十
一
日
八
月
十
二
日
、
排
疎
、
籠
球
柔
道
一
年
岡
戸
三
郎
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

二
年
金
子
滋
で
、
県
の
指
導
を
受
け
て

設
、
「
明
る
い
家
庭
の
婁
設
か
ら
十
四
日
ま
で
三
泊
四
日
庭
瑶
の
大
会
を
開
催
し
た
。

0

婦
人
会
指
導
者
研
修
会
三
年
大
谷
武
史
補
強
工
作
を
実
施
し
た
。
~

三
、
P
T
A

の
勤
労
寧
仕

七
月
二
十
二
日
、
明
和
中
学
」
を
目
標
と
し
て
、
運
動
を
の
キ
ャ
ン
プ
躙
習
が
利
根
郡
参
加
者
は
炎
天
下
、
暑
熱
に

西
小
P
T
A

（
神
田
会
長

校
で
三
地
区
の
婦
人
会
指
澤
開
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
°
片
品
村
の
尾
瀬
沼
キ
ャ
ン
プ
も
め
げ
ず
、
熱
戦
を
展
開
し
◎
学
校
だ
よ
り

者
研
修
会
を
開
い
た
。
こ
の
運
動
は
婦
人
会
が
中
心
で
開
催
さ
れ
、
本
村
か
ら
も
た
。
日
照
り
続
き
の
天
候
で
〇
東
小
）
で
は
、
五
J
l

-
H
'七日

校
庭
整
理
、
便
所
清
掃
及

「
あ
か
ち
ゃ
ん
は
、
ど
こ
か
と
な
つ
て
進
め
る
の
で
あ
ろ
青
年
学
級
生
、
斎
藤
憲
、
水
掛
け
作
業
が
多
く
、
申
込
一
、
給
食
室
修
理

び
新
校
舎
の
敷
地
の
庭
木

ら
く
る
の
」
と
「
テ
レ
ピ
つ
が
、
村
民
全
体
の
協
力
特
に
運
見
行
男
、
神
田
撲
子
、
吉
者
全
員
の
参
加
が
得
ら
れ
な
給
食
室
の
土
台
が
わ
る
＜

こ
」
と
い
5

映
画
を
餃
て
か
男
性
の
理
解
が
な
け
れ
ば
何
〗

o
m江の
四
名
を
参
加
さ
せ
か
っ
た
こ
と
遺
憾
で
あ
っ
た
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
取
の
移
植
等
の
翠
仕
作
業
を

実
施
し
感
謝
さ
れ
て
い
る

ら
、
六
分
科
会
に
別
れ
て
研
も
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
0

優
賞
は
次
の
通
り
0

り
替
え
た
り
、
い
た
ん
だ

0
明
和
中

1

究
討
誤
を
行
い
、
午
後
は
心
特
段
の
御
協
力
を
願
つ
て
や
0
p

T
A

連
餡
協
議
会
結
成
野
球
江
ロ
チ
ー
，
一
個
所
を
修
理
し
た
り
す
る

日
理
学
専
攻
の
千
葉
大
学
教
授
ま
な
い
°
八
月
四
日
、
朋
和
村
小
中
学
排
球
新
里
チ
ー
ム
一
一
、
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
郡
四
月
以
来
、
施
設
、
設
備
の

5

望
月
衛
先
生
の
「
家
庭
の

0

青
年
団
の
キ
ャ
ン
プ
訓
練
校P
T
A

連
絡
協
議
会
が
結
籠
球
明
和
中
学
チ
ー
ム
代
表

中
の
子
供
た
ち
」
と
い
う
お
青
年
団
と
胃
年
学
級
の
共
同
成
さ
れ
、
蓮
見
一
雄
氏
が
会
庭
球
飯
塚
、
松
本
組
東
小
六
年
、
本
沢
正
君
整
備
充
実
を
目
ざ
し
て
若
＊

月
話
を
う
か
が
い
、
得
る
と
こ
で
、
七
月
二
十
八
日
か
ら
一
―
―
長
に
選
ば
れ
た
。

0

柔
剣
道
大
会
は
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
の
と
歩
を
進
ま
せ
て
い
る
が
、

，
ろ
が
多
か
っ
た
0
館
林
地
方
十
日
ま
で
二
泊
三
日
で
、
日
0

幼
児
学
級
八
月
八
日
、
明
中
柔
痴
道
部
邑
楽
郡
代
表
に
選
ば
れ
て
そ
の
概
況
は
次
の
通
り
。

年
教
育
事
務
所
長
永
井
喜
平
治
光
中
禅
寺
の
直
蒲
ヶ
浜
キ
ャ
村
民
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
の
暑
中
け
い
こ
の
納
会
を
兼
県
の
審
査
会
に
参
加
し
た
一
、
綱
理
室
と
給
食
室
の
改

7

社
教
主
事
関
根
正
二
の
両
先
ン
プ
場
で
、
関
根
社
教
主
事
四
月
か
ら
開
設
し
た
通
年
制
ね
て
大
会
を
開
催
し
た
。
参

0
西
小
修
立
派
た
躙
理
台
が
出
来

3

生
も
御
臨
席
に
な
り
、
御
指
柿
沼
、
始
沢
両
体
育
指
導
委
幼
児
学
級
は
各
地
区
と
も
講
加
者
は
中
学
生
で
あ
っ
た
が
一
、
偲
便
所
の
増
設
上
っ
た
が
、
調
理
室
が
荻

口
導
を
い
た
だ
い
た

0

員
の
指
導
の
下
に
、
周
到
な
師
先
生
の
感
命
の
努
力
と
保
柔
飼
道
と
も
気
合
の
こ
も
っ
児
童
数
が
ふ
え
た
上
に
幼
い
の
で
、
こ
れ
が
改
修
を

0
新
生
活
運
動
指
定
地
区
計
画
に
も
と
づ
い
て
、
教
育

1
1
1
者
各
位
の
絶
大
な
御
脇
力
た
熱
眠
を
演
じ
、
立
派
な
成
児
学
級
が
毎
日
開
か
れ
る
行
っ
て
い
る0
ま
た
給
食

牙昭
昭
和
一
＝
＋
七
年
度
新
生
活
運
的
に
実
施
さ
れ
、
予
期
以
上
に
よ
っ
て
立
派
な
成
績
を
上
績
を
牧
め
た
こ
と
は

5

れ
し
こ
と
に
な
っ
た
の
で
便
所
室
も
せ
ま
く
、
設
備
も
足

動
指
定
地
区
と
し
て
中
部
と
の
成
果
を
牧
め
た
°
げ
て
い
る
こ
と
は
誡
に
喜
ば
か
っ
た

9

の
不
足
を
き
た
し
た
の
で
り
な
い
の
で
、
こ
れ
も
改

東
部
の
婦
人
会
が
県
か
ら
指
0
育
年
ブ
キ
ャ
ン
講
習
し
い
こ
と
で
あ
ろ

0

優
勝
は
次
の
諸
君
。
｀
仮
便
所
を
増
設
し
た

0

修
す
る
と
共
に
施
設
、
設

医者にかかる割合は

毎年増へております

皇
産
物
の
加
工
に
一
と
役

新
進
漬
け
工
場
進
出

備
の
整
備
を
急
い
で
い
る

二
、
理
科
教
育
施
設
の
整
備

第
一
、
第
二
の
狸
料
室
の

机
、
腰
掛
の
新
闘
、
水
道

及
び
電
気
施
設
な
ど
を
完

備
し
て
、
理
科
数
育
の
振

興
を
計
画
し
、
す
で
に
実
・
一

施
の
段
階
に
進
ん
で
い
る

三
、
校
庭
拡
張
と
民
家
の
移

転
長
い
問
の
随
案
で
つ
た

民
家
の
移
転
も
、
当
事
者

の
深
い
御
理
解
に
よ
っ
て

実
現
す
る
こ
と
と
な
り
、

近
い
う
ち
に
移
転
を
終
り

校
庭
も
整
理
拡
張
さ
れ
る

こ
と
な
っ
た
。

四
、
道
路
摂
讃

明
中
生
徒
会
で
は
、
通
学

に
よ
る
交
通
事
故
防
止
の

目
的
を
以
て
交
通
の
要
所

七
十
ニ
ヶ
所
に
、
生
徒
自

身
の
手
で
作
製
し
た
道
路

霰
識
を
立
て
、
自
分
た
ち

の
事
故
防
止
に
対
す
ろ
自

覚
を
深
め
る
こ
と
に
し
た

一
般
の
方
K

の
御
協
力
を

お
願
い
す
る
。

一
税
務
た
よ
リ
一

満
二
十
五
オ
か
ら
二
十
オ
ヘ

青
色
専
従
者
控
除
の
年
齢
区
分

昭
和
三
十
五
年
度
各
部
落
別
受
診
率
等
調

メ
ロ

南
国
の
香
り
高
き

買
ま
し
よ
う

姫
婦
検
診
の
結
果
＂
い
い
丑
騎
い

保
健
指
辺
を
受
け
丈
夫
な
赤
ち

正
し
い
栄
養
で
強
い
子
を
産
袴
中
に
て
検
診
出
来
な
か
ゃ
ん
を
分
娩
さ
れ
幸
福
な
家
庭

母
親
は
丈
夫
で
若
々
し
く
っ
た
方
も
何
人
か
あ
っ
た
こ
と
を
き
．
つ
か
れ
る
よ
う
切
望
し
て

詈
七
月
母
子
保
膿
事
業
と
と
思
は
れ
ま
す
が
左
記
の
通
り
や
み
ま
せ
ん
。
（
民
生
課
）

し
て
二
十
六
名
の
妊
婦
を
検
診
の
結
果
を
み
ま
し
た
°
異
常
の

一[
l検珍
人
口
の
区
凸
浮
9

腫
一
蛋
s
（
尿
）
吠
己
『
ニ

ン
栽
培
に
成
功

本
村
大
字
斗
合
田
の
梁
瀬
朝
一

さ
ん
宅
で
は
息
子
の
忠
興
君
が

昭
和
―
―
一
十
五
年
よ
り
メ
ロ
ン
栽

培
研
究
を
初
め
若
々
実
紹
を
上

げ
て
来
ま
し
た
が
本
年
は
本
格

的
に
約
匹
十
坪
の
ピ

1一
ー
ル
ハ

ム
ス
栽
培
を
な
し
戒
功
を
お
さ

め
た
。

9
.
a
ン
は
栽
培
が
非
常
に
む

づ
か
し
く
、
こ
の
地
方
で
は
栽

培
は
困
難
と
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
成
功
は
今
后
の
メ
0

ン
栽

培
に
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
と

思
は
れ
ま
す
°
今
年
は
古
河
市

や
佐
野
方
面
に
出
荷
し
て
り
居

ま
し
た
が
、
今
后
は
栽
培
面
積

を
増
し
東
京
方
面
に
出
荷
せ
ば

収
益
は
増
大
す
る
も
の
と
思
は

れ
農
業
所
得
倍
増
の
昨
今
こ
れ

は
誠
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す

村
内
で

わ·
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明和村役場
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発行所明和村役場

緬渠人和田実

発行人奈良庄次郎

印刷所小林印刷所

明
和
村
の
人
口

（
一
月
一
日
現
在
）

世
帯
数
一
、
六
七
九

人
口
総
数
九
、
二
八
〇

男
四
、
五
六
七

女
四
、
七
―
―
―
―

本
籍
人
ロ
ー
ニ
、
五
八
一

昭
和
三
十
九
年
度
に
実
施
目
標

一
億
一
千
万
円
の
農
業
構
造
善
改

口今りわ産うつ襟るま半キ形適は長ななでt l1 残分り
后ませ°コて械必つ分遜成地畜辰・つるはつ政りのち
殷すて囮 1こ労化要充はふを適涯産て作先て的はーカ、
作°長芸し力やが分稲に図i’F liil物ぉ目づ 96‘ 特の千
業 業作てを協あこff l，り目妾とりをそり援別補万
の 経物米浮同りれでてまを作云主選のま助磁助円
機 営なとか作‘をあもす選物わす定地すを四対に
械 のど果し深今考ろ牒°びなれ°す域°す等象つ
化 改を問‘な后慮現業し‘どるこるの次るに事い
や 善組又そど稲 1こ朕生か主の果れこ基にこよ業て
‘ をみはれに作入で産し産 5 憫はと幹 m とつとは
協 図合畜をよのれはの何地ち父成にと莱こてし二

設瑛 0) ラ畑入してはこ事非経城こ地と、農叡生推同
‘加導ク作やた機水の業や営能れのか策地備産進作
更工入夕経大‘械田ほとらの力か集、‘暗のが基し菜
に施又 l 営型大化経か云ね合をら団 排 あ膿てを
閑設はや近穀型一営‘へば珂充の化と水団りで行前
芸と農ス代類卜貰近梱まな化分農 9文t ｰ { ゜あ（捉
近集産プ化乾ラ作代造せらを 1：：村機り晨とこるたと
代出物レの燥ク簗化改＾な図利に械‘道 の士めし化荷のヤた施クを施芭°いる用と化この贋た地にて
施貯共 1 め設 l 主設印 霞 1こしつさと改 oJめ条は事
設蔽同なに又の体と業 要ぱ更てれに良 に件先粟
と施処ど卜‘澤としで な是に機る晨な味はのづを

ー
汀
'
[
叶
汀
且
刊
且
[
i
家
庭
の
主
婦
と
い
う
立
場
か
け
て
い
る
甲
に
な
り
ま
し
よ
し
て
ゆ
く
の
で
は
、
と
て
も
間
午
後
一
•
四

0ー
ニ
・
三0
]

で
、
移
り
ゆ
く
社
会
に
碑
解
ら
そ
れ
で
料
理
も
習
い
た
い
、
に
合
わ
な
い
程
忙
し
い
。
つ
ま
（
毎
週
木
曜
オ
ニ
前
週
再
）

を
深
め
よ
5
、
更
に
教
菱
を
子
供
の
し
つ
け
も
知
り
た
い
と
り
、
一
人
で
や
る
事
は
限
界
に
な
お
、
一
月
か
ら
三
月
ま

ど
の
導
人
或
い
は
防
除
用
配
管
設
“
菜
を
甚
幹
と
な
ろ
作
目
を

施
設
や
温
室
施
設
0
給
水
施
設
中
心
と
し
て
有
機
的
に
実
施
し
高
め
よ
う
と
す
る
粕
極
的
な
い
つ
て
も
無
理
な
わ
け
で
す
0
来
て
い
る
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
で
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
農
村

の
設
置
父
帝
産
経
営
近
代
化
施
て
腹
業
技
術
を
革
新
し
図
業
生
態
度
を
も
た
れ
、
そ
の
場
を
つ
ま
り
、
新
し
い
事
を
身
に
共
同
学
帝
の
必
要
が
あ
る
わ
け
」
を
主
題
と
し
た
も
の
が
放

設
と
し
て
は
目
給
飼
料
の
生
壼
壼
を
拡
大
し
て
牒
業
所
得
の
倍
考
え
ま
す
な
ら
ば
、
マ
ス
コ
つ
け
ょ
う
、
生
活
に
加
え
て
い
で
す
。
一
人
よ
り
一
一
人
は
、
二
送
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ね
ら
い

並
び
に
調
整
施
設
°
共
同
飼
養
団
に
質
衰
そ
う
と
ヤ
る
も
の
で
．
‘
、
（
特
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
こ
う
と
い
5
時
は
、
今
の
生
活
倍
以
上
の
知
え
が
で
ま
す
し
、
は
、
晨
業
基
本
法
か
ら
農
菜

管
理
施
設
、
更
に
梵
蚕
経
営
近
す
今
年
は
兎
年
で
す
°
飛
躍
的
）
が
浮
か
ん
で
ま
い
り
ま
す
を
少
し
で
も
変
え
な
け
れ
ば
な
グ
ル
ー
プ
に
な
る
と
そ
の
伺
倍
描
造
改
啓
計
画
、
近
代
化
の

代
化
の
た
め
に
桑
園
共
同
管
理
に
農
業
経
営
改
利
の
た
め
に
お
最
近
マ
ス
コ
ミ
は
、
か
な
り
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
自
分
の
に
も
な
り
自
分
と
違
う
慈
見
を
悩
み
、
自
由
化
の
不
安
、
ま

の
経
翌
と
時
閻
を
か
け
て
家
時
間
を
僭
る
為
に
、
ま
わ
り
の
知
っ
た
り
、
問
い
た
り
す
れ
ば
す
ま
す
霞
く
な
る
主
婦
労
働

庭
向
け
の
教
呑
番
組
を
放
送
家
族
に
理
解
し
て
も
ら

5

努
力
そ
れ
だ
け
自
分
の
考
え
ゃ
心
が
更
に
兼
業
、
専
業
、
晟
家
の

施
霰
或
い
は
共
同
飼
育
施
餃
な
互
ひ
に
努
力
い
た
し
ま
せ
う
。

し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
す
る
、
そ
の
努
力
な
し
に
、
更
に
自
分
の
住
ん
で
い
る
部
洛
将
来
（
の
不
安
な
ど
、
大
き

ど
、
こ
の
ほ
か
こ
れ
ら
に
関
連
一

を
利
用
さ
れ
る
事
が
野
明
で
生
活
を
変
え
て
ゆ
く
平
は
で
き
が
、
よ
り
明
る
く
よ
り
翌
が
に
く
難
か
し
い
問
題
が
山
積
し

◇
主
婦
の
小
集
団
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
◇

し
よ
ら
。
そ
の
進
め
方
は
、
な
い
。
そ
れ
が
で
き
る
だ
け
で
な
ろ
事
で
し
よ
う

0

て
い
ま
す
。
N
B
K
婦
人
学

近
隣
の
人
逹
で
小
集
団
視
聴
も
前
進
で
あ
り
、
生
活
の
合
理
N
H
K
婦
人
の
為
の
放
送
時
級
で
は
、
こ
5
し
た
中
で
の

さ
れ
ま
す
と
効
果
が
あ
り
ま
化
と
い
5
事
に
な
り
ま
す
。
っ
問
（
利
用
の
手
引
き
を
欲
し
い
股
村
の
現
実
の
姿
か
ら
、
大

す
。
ま
り
、
今
の
生
活
を
ゆ
り
勁
か
グ
ル
ー
ィ
は
、
代
表
者
の
「
な
き
な
経
済
構
造
の
中
で
の
、

所
が
家
庭
の
主
婉
は
、
生
ー
、
変
え
ろ
出
が
自
分
自
身
の
ま
（
」
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
）
殷
村
の
位
囲
を
知
り
、
股
村

活
が
忙
し
い
と
い
ら
迎
由
で
生
長
と
、
明
る
い
家
庭
生
活
を
＊
テ
レ
ピ
婦
人
学
級
が
こ
れ
か
ら
進
む
ぺ
き
方
向

消
豚
的
に
な
っ
て
い
る
の
が
送
る
l
t
l
が
で
ぎ
る
よ
う
に
な
り
午
後
七
―
―
-
0し
八

·
O
O
(
l
!
l
o
や
、
殷
村
の
役
割
り
を
考
え

現
状
の
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
ま
す

0

週
木
曜
教
育
）
て
い
た
だ
こ
う
と
し
て
お
る

に
反
省
の
必
要
が
り
あ
ま
す
そ
れ
で
は
、
何
故
小
集
団
で
午
後
一
―
―

1
0
-
1
•五
0

ょ
り
で
す
か
ら
、
男
達
と
さ

つ
ま
り
、
「
伺
故
忙
し
い
の
行
な
ら
か
と
い
ら
問
題
で
す
が
（
毎
週
金
廂
総
合
）
そ
つ
て
、
い
つ
し
よ
に
ご
ら

か
何
故
匝
閻
が
な
い
の
か
何
そ
れ
は
、
私
逹
の
く
ら
し
が
大
＊
ラ
ジ
オ
婦
人
学
級
ん
に
な
れ
ば
一
屈
の
効
果
が

故
外
出
で
き
な
い
の
か
」
と
変
複
雑
に
な
っ
て
い
て
、
世
の
午
後
.
,
:
.
I
 

0
-
1
0
·
0
0

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

い
ら
生
活
を
見
直
す
態
疫
が
中
の
引
も
一
人
ひ
と
り
で
処
理
（
毎
週
金
甜
オ
ニ
）
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(2) 

昭
和
一
二
十
九
年
度
課
税
の

農
地
、
宅
地
の
評
価
す
す
む

い
顎
1
1
1
池
に
比
準
す
る
各
筆
の
特
に
所
得
九
万
円
末
満
の
階
層
て
い
ま
す
。
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土
地
の
評
点
数
の
付
設
に
つ
い
て
は
大
巾
に
滅
租
し
よ
と
に
か
く
‘
-
8
も
早
く
、
一
子
供
達
は
、
家
庭
、
学
校
り
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
て
子
供
を
健
全
に
育
成
し
て
ゆ
く
び
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
一

国
各
筆
の
土
地
の
評
価
額
の
算
う
と
す
る
も
の
で
す
°
安
心
し
て
、
安
い
費
用
で
充
分
一
社
会
の
生
活
の
場
を
も
つ
て
い
る
の
で
、
こ
ど
も
な
り
の
秩
上
に
一
番
大
切
な
わ
け
で
す
が
他
方
村
で
は
、
去
る
ー
ニ
月
~

定
三
、
そ
の
他
、
国
庫
負
担
の
増
ぉ
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
i
お
り
ま
す
が
、
こ
の
三
つ
の
序
も
あ
り
、
大
人
の
社
会
を
ち
子
供
逹
の
遊
び
仲
間
同
志
を
組
一
四
日
に
区
長
、

P
T
A

役
i

時
価
の
線
ま
で
引
上
げ
る
と
額
°
地
域
差
撤
廃0

医
摂
費
等
な
制
度
に
な
つ
て
も
ら
い
た
い
i
只
境
の
中
で
、
勉
強
や
遊
び
じ
め
た
よ
う
な
行
為
も
し
、
．
団
織
化
し
、
こ
の
集
団
（
グ
ル
ー
貝
民
生
委
貝
等
関
係
者
の
参
一

ー
を
通
じ
て
、
自
分
と
他
人
と
体
行
動
も
し
て
お
り
ま
す
0

プ
）
を
見
守
つ
て
行
き
つ
つ
、
集
を
求
め
、
全
部
落
の
子
供
＂

＇
口
の
人
間
関
係
や
、
社
会
の
し
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
行
為
こ
の
中
で
の
人
間
関
係
を
上
手
達
が
よ
り
し
あ
わ
せ
に
育
つ
一

い
う
こ
と
で
、
現
在
の
固
定
賓
の
改
善
等
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
も
の
で
す
。

一
く
み
や
、
し
き
た
り
等
を
学
や
行
動
も
、
そ
の
環
境
が
不
健
に
育
て
あ
げ
ろ
場
が
子
供
会
で
て
い
た
だ
く
為
の
方
途
と
し
一

産
税
の
評
価
額
に
比
ぺ
る
と
、

一
び
と
り
、
心
身
共
に
育
ち
、
全
で
あ
っ
た
り
、
危
険
な
状
況
も
あ
り
ま
す

0

て
、
子
供
会
末
組
踪
部
落
の
~

固
定
賓
産
を
課
税
の
対
象
と
価
格
を
基
準
と
し
、
償
却
資
価
を
行
う
わ
け
で
す
が
、
最
初
農
地
に
つ
い
て
は
三
乃
至
四
倍

す
る
租
税
に
は
地
方
税
で
あ
ろ
産
は
取
得
価
格
を
基
準
と
し
土
地
に
つ
い
て
の
評
価
を
行
っ
宅
地
に
つ
い
て
は
五
倍
程
度
に

号
固
定
資
要
租
及
び
不
動
産
取
得
て
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ

0

て
居
る
わ
け
で
す
。
な
る
と
云
は
れ
て
居
り
ま
す
。
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
一
社
会
環
撓
と
い
う
場
に
向
く
で
あ
っ
た
り
、
無
関
心
や
ほ
お
こ
う
し
た
目
的
を
部
落
全
体
今
後
の
対
策
を
熱
心
に
研
究
一

7
 塁
び
に
国
税
で
あ
る
相
続
税
⑧
租
の
性
格
に
よ
っ
て
必
要
土
地
に
つ
い
て
の
方
法
の
顧
現
在
本
村
の
平
均
価
格
は
、

3

贈
与
税
及
び
登
録
租
が
あ
り
又
あ
る
場
合
を
除
き
、
関
係
諸
序
の
概
要
を
述
べ
ま
す
と
、
農
田
、
―
―
―
―
―

1
0
0
0円
畑
、
ニ
ニ
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
つ
ぎ
保
護
帯
世
（
一
六
）
要
保
護
円
＾
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紐
〖
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一

第
こ
れ
ら
の
諸
税
は
課
税
の
基
礎
税
を
通
じ
、
そ
の
評
価
額
は
地
（
田
、
畑
）
宅
地
及
び
山
林

0
0
0
円
宅
地
、
二
六
0

円
山
ま
し
て
は
、
皆
様
の
御
協
力
に
帯
（
五
四
）
合
計
七
十
世
帯
に
一

と
な
る
固
定
資
造
の
価
格
に
つ
固
定
資
産
税
に
か
か
る
評
価
評
価
は
次
の
よ
う
に
行
は
れ
ま
・
林
、
九

0
0
0
円
程
度
と
な
っ
よ
り
四
万
八
千
八
百
二
十
円
、
醤
油
を
慰
問
品
と
し
°
六
ヶ
月
~
よ
う
な
方
法
を
身
に
つ
け
て
り
つ
ば
な
し
に
す
る
よ
う
な
状
の
人
達
が
理
解
し
た
中
谷
部
落
協
議
し
ま
し
た
。
ど
う
か
、
i

い
て
、
い
ず
れ
も
時
価
主
義
を
額
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
。
て
を
り
ま
す
。
さ
ら
に
新
里
子
供
会
よ

b

一
千
以
上
の
長
期
入
院
思
者
二
十
名
i
ゆ
き
ま
す
°
熊
で
は
、
「
望
ま
し
い
子
供
」
で
は
一
ラ
ハ
年
五
月
一
四
日
に
、
各
部
落
で
、
よ
い
子
の
仲
間
一

と
つ
て
苓
も
の
で
あ
ろ
が
、
④
固
定
資
産
租
に
お
け
る
評
叫
状
況
類
似
地
区
の
区
分
従
っ
て
、
評
価
額
が
時
価
に
三
百
五
十
円
揖
出
さ
れ
、
総
額
に
対
し
ほ
毛
布
を
慰
問
品
と
し
一
特
に
、
子
供
だ
け
の
社
会
の
生
活
は
妨
げ
ら
れ
る
よ
う
に
次
い
で
新
里
は
、
三
七
年
二
月
を
ふ
や
す
為
に
、
こ
ど
も
会
i

そ
の
評
価
方
法
等
が
必
ず
し
も
価
は
、
各
市
町
村
を
通
じ
、
1
2
状
況
顆
似
地
区
に
お
け
る
一
引
上
げ
ら
れ
る
た
め
現
在
の
税
五
万
百
七
十
円
あ
つ
ま
り
ま
し
て
そ
れ
ぞ
れ
お
く
り
ま
し
た
。
i
で
は
、
家
庭
か
ら
も
、
校
学
な
り
勝
ち
で
す
。
場
合
に
よ
れ
―
一
日
に
、
梅
原
は
同
年
三
月
の
育
成
に
持
段
の
ご
努
力
な

l

統
一
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
諾
自
治
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
の
標
準
地
の
選
定
率
は
闘
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
募
金
に
よ
り
村
内
の
被
ー
の
先
生
か
ら
も
、
日
の
固
し
ば
不
良
性
や
反
社
会
性
が
芽
生
一
＝
一
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
子
供
会
さ
れ
ま
す
事
を
、
熱
望
し
て

l

税
間
の
評
価
水
準
が
異
な
り
、
産
評
価
基
準
に
よ
つ
て
統
一
団
摂
準
地
の
評
点
数
の
付
設
て
を
り
ま
す
。

lか
な
い
場
合
が
多
く
又
一
般
え
る
事
も
あ
り
ま
す
°
徒
つ
て
が
生
ま
れ
、
相
当
の
成
果
を
あ
お
り
ま
す
。
~

屈
じ
税
で
あ
っ
て
も
査
産
の
種
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。
~
社
会
の
大
人
た
ち
も
余
り
関
こ
の
日
境
が
相
互
に
健
全
で
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
又
南
大
島
や
教
育
委
員
会
一

き
に
よ
っ
て
不
均
衡
が
認
め
ら
と
い
う
点
が
骨
子
と
な
っ
て
を
一
心
を
示
さ
な
い
湯
合
が
多
い
り
、
お
互
い
に
協
力
し
あ
っ
て
大
輪
で
も
準
備
会
を
も
た
れ
、
社
会
福
祉
協
訊
会
i

れ
る
現
状
で
あ
る
°
り
豆
い
固
定
安
産
税
に
お
け
＿
国
保
だ
よ
リ
＿
了
J
の
社
会
の
中
で
は
、
や
は
子
供
を
守
ろ
努
力
を
す
る
事
は
今
緊
早
々
に
は
発
さ
さ
れ
る
運
一
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且
．
d
J
関
係
諸
税
間
の
評
価
の
不
る
実
際
評
価
額
の
時
価
に
対
す
否
＇

5
·

均
衡
る
割
合
は
平
均
的
に
見
て
、
土
国
民
皆
保
険
が
達
成
さ
れ
て
担
が
重
い
の
で
思
う
よ
う
に
医
欠
こ
の
年
田
庄
i
又
上
州
の
か
ら
つ
風
と
と
も
に
病
と
ま
で
い
わ
れ
た
結
核
が
、
異
状
な
し
西
0
人

国
保
の
診
療
面
に
、
感
冒
が
い
今
で
は
七
位
に
転
落
し
て
い
る
合
計
一
三
一
人

寒
い
冬
が
や
つ
て
き
ま
し
た
ち
じ
る
し
（
あ
ら
わ
れ
て
ま
い
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す

0

血
液
検
査
（
七
条
反
応
）
及

向
預
産
問
の
評
価
の
不
均
獅
地
の
う
ち
、
臣
地
と
山
林
は
二
厚
生
省
で
は
五
ヵ
年
計
画
に
よ
師
に
か
か
れ
な
い
。
高
率
の
給
4

、

い
市
町
村
間
の
評
価
の
不
均
五
％
‘
宅
地
二

0
％
と
推
定
さ
り
、
国
民
健
哀
保
険
の
制
度
に
付
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

｛
ム
衡
れ
、
ま
た
家
屋
に
つ
い
て
は
現
つ
い
て
も
抜
本
的
な
改
革
を
断
所
得
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
平
一
月
は
一
年
中
で
客
の
出
入
り
り
ま
す
。
邑
楽
館
林
管
内
で
も
一
位
が
同
び
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
結
果
は

食
事
時
間
の
不
規
則
、
ふ
だ
ん
暴
飲
、
暴
食
、
夜
ふ
か
し
は
じ
で
二
分
二
厘
の
高
率
を
示
し
右
の
よ
う
な
状
態
で
、
異
状
な

と
違
っ
た
正
月
料
理
な
ど
か
ら
つ
つ
し
み
、
特
に
突
‘
い
日
の
衣
二
位
と
三
位
で
入
替
に
な
る
程
し
が
一
次
、
二
次
合
計
―

1
0

こ
れ
ら
の
諸
点
を
改
菩
合
理
化
実
の
再
建
築
価
格
の
約
八

0
％
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
‘
均
に
医
師
に
か
か
つ
て
い
る
、

食
べ
す
ぎ
、
運
動
不
足
な
ど
で
服
の
関
節
、
ほ
こ
り
の
多
い
日
度
で
ほ
と
ん
ど
全
国
平
均
と
同
人
で
約
四
五
％
°
胃
腸
病
者
が

す
る
に
あ
た
っ
て
は
償
却
賓
産
に
あ
っ
て
は
、
企
業
国
保
の
体
質
改
善
を
推
進
す
る
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
昭
和
四

胃
腸
を
こ
わ
す
機
会
が
多
く
、
の
外
出
に
は
マ
ス
ク
を
か
け
帰
じ
よ
う
な
死
亡
率
を
示
し
て
い
九
一
人
で
一
二
七
％
強
°
そ
の
他

①
評
価
に
よ
っ
て
求
め
る
ぺ
の
帳
簿
価
格
と
お
お
む
ね
同
程
こ
と
に
な
っ
た
。
即
ち
十
年
迄
に
仝
被
保
険
者
七
割
給

．
宅
後
は
ウ
ガ
イ
を
い
た
し
ま
し
ま
す
。
不
参
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
き
固
定
賓
産
の
価
格
は
、
関
度
と
考
〈
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
一
、
給
付
水
準
の
引
上
げ
°
付
を
目
喜
に
し
て
、
そ
の
オ
一
・

ょ
う
。
こ
の
実
熊
か
ら
見
て
も
如
何
尚
、
精
密
検
査
を
必
要
と
す
る

係
諸
税
を
通
じ
正
常
な
条
件
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
現
在
の
給
付
率
は
原
則
と
し
段
階
と
し
て
本
年
十
月
よ
り
t
l
l
、
,

完
成
近
き
感
冒
患
者
に
近
づ
か
な
い
や
う
に
血
圧
損
但
か
ら
く
る
疾
病
が
も
の
と
さ
れ
た
八
人
の
方
は
、

の
も
と
に
お
け
る
取
引
価
格
評
価
の
水
準
が
賽
産
に
よ
っ
て
て
、
世
帯
主
の
結
核
。
精
神
病
帯
主
の
疾
病
に
限
り
七
割
給
付
．
~
、
，
．
＞
＇
．

に
よ
る
ぺ
き
で
あ
ろ

0

較
差
が
あ
り
、
特
に
土
地
の
評
に
つ
い
て
の
み
七
割
給
付
（
本
を
実
施
し
よ
5

と
す
る
も
の
で
'
,

和
②
正
常
価
格
の
評
価
方
法
は
価
が
極
め
て
低
位
に
あ
る
と
い
人
三
割
）
を
す
る
が
、
そ
の
他
す
。
．
西
小
校
舎
近
づ
く
時
は
マ
ス
ク
を
し
て
近
恐
ろ
し
い
か
が
伺
が
わ
れ
ま
す
一
月
十
二
日
前
襦
市
内
群
大
附

や
づ
き
ま
し
よ
う

0

明
和
村
で
は
こ
れ
ら
の
成
人
病
属
病
院
で
更
ら
に
第
一
二
次
の
精

第
一
期
工
事
一
二
月
完
成
、
統
風
邪
気
味
の
時
は
i
l
l
(
、
粉
の
対
策
の
一
斑
と
し
て
一
月
中
密
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

各
資
査
の
価
格
撰
成
条
件
並
う
こ
と
が
云
は
れ
て
い
ま
す
0

の
疾
病
に
つ
い
て
は
全
部
五
割
二
、
保
険
税
の
返
正
化

い
て
第
二
期
工
事
に
移
り
、
今
茶
を
充
分
に
の
み
、
ま
た
静
か
に
血
圧
測
定
を
無
料
で
実
施
い
て
い
ま
す
。

び
に
評
価
実
務
の
便
宜
を
考
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
昭
和
三
給
付
で
あ
る
。
こ
の
た
め
半
額
賦
課
方
式
の
適
正
化
を
図
り
『
i

慮
し
、
土
地
は
売
買
価
格
を
十
九
年
度
を
目
途
に
改
正
固
定
は
思
者
負
担
と
な
る
の
で
、
所
低
所
得
者
階
層
（
所
得
二
十
万
一
．

明
r

基
準
と
し
、
家
屋
は
再
建
築
査
産
評
価
基
準
に
よ
っ
て
、
評
得
の
少
な
い
階
層
の
人
i
円
末
満
）
の
保
険
税
を
滅
額
し
秋
全
校
舎
完
成
ぷ
j
〗
註
甘

0
当
を
早
め
J

[
m
[
5さん
ご
参
加
下

0

月

9

虫
駆
除

且
且
，
註
昔
＂
目
荘
且
昔
且
昔
汗
昔
且
苔
琵
且
昔
昔
琵
吾
且
昔
琵
昔
そ
珪
昔
昔
且
目
昔
昔
五
且
昔
昔
荏
昔
荏
昔
荏
昔
目
琵
且
且
琵
苔
目
尚
ふ
だ
ん
よ
り
栄
疫
に
充
分
さ
い
。
の
た
め
、
一
斉
検
便
を
行
っ
た

．
，
気
を
つ
け
日
光
浴
‘
皮
閲
マ
ッ

0
腸
胃
病
の
集
団
検
診
と
こ
ろ
、
一
般
者
二
、
一
四
九

、
年
頭
に
際
し
て

5
5店
呉
五
い
い
伍
芦
吐
”
竺
ご
じ
汀

0
ヵ
を
高
め
て
ガ
直
[
[
社
伍
炉
袂
這
直
だ
。
[
[
竺

一
又
日
頃
血
圧
の
高
い
方
も
日
第
二
位
。
死
亡
者
の
一
分
を
示
寄
生
虫
の
い
な
い
者
）
一
、
七

す
。
た
が
、
本
年
は
継
続

m
榮
で
あ

特
に
喜
び
に
堪
え
な
い
こ
と
る
朋
和
西
小
学
校
の
建
築
完
成

教
育
長
早
川
水
門
常
生
活
に
注
意
し
、
脳
溢
血
の
し
邑
楽
館
林
管
内
で
は
第
三
位
六
五
人
、
国
性
率
一
八
％

は
、
学
校
の
先
生
方
が
学
校
統
と
環
笑
の
整
備
及
び
中
学
校
屋

l
予
防
に
つ
と
め
主
し
よ
う
。
で
一
分
一
一
厘
六
毛
の
高
率
を
示
小
学
校
九
一
八
人
中
、
困
性
者

合
の
意
義
と
目
的
を
、
よ
く
認
内
運
動
場
の
鑑
設
に
重
点
を
お

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
わ
れ
て
い
る
教
同
貝
十
七
名
の
業
で
あ
る
明
和
西
小
学
校
新
築
9
し
て
い
ま
す
。
一
六
二
人
。
益
性
者
七
五
六
人

識
さ
れ
て
、
児
童
生
徒
の
教
育
き
、
更
に
各
学
校
の
施
設
、
設

ざ
い
ま
す
。
昨
年
中
、
寄
せ
ら
過
目
整
理
も
円
消
且
つ
完
全
に
の
第
一
期
工
平
は
、
河
本
工
業
―
こ
の
ガ
ン
の
死
亡
者
の
中
で
、
腸
性
率
一
八
％

と
兵
剌
に
坂
り
組
ん
で
、
学
力
備
の
拡
充
を
は
か
る
と
共
に
、

れ
た
村
民
各
位
の
善
意
に
満
ち
行
わ
れ
、
桜
咲
（
春
四
月
、
な
の
手
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
十
七
最
も
多
い
の
が
胃
ガ
ン
で
す

0

中
学
校
七
ー
一
人
中
、
腸
性
者

た
御
協
力
と
御
支
授
に
対
し
深
、
こ
や
か
な
空
気
の
中
に
洋
＊
た
年
九
月
二
8
起
工
さ
れ
、
順
醗
の
向
上
と
人
間
形
成
を
目
指
し
教
育
内
容
の
改
善
、
教
育
効
果
ー
衛
生
雑
報
村
で
は
胃
ガ
ノ
の
早
期
発
見
の
一
三
人
°
陰
性
者
五
九
九
人

て
努
力
さ
れ
て
い
る
l
l
l
実
で
あ
の
向
上
等
に
対
す
る
諸
施
策
を

（
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
る
希
望
を
は
ら
ん
で
新
学
期
を
に
進
ん
で
居
り
ま
す
の
で
年
度

0
血
圧
測
定
の
お
知
ら
せ
た
め
去
る
十
一
月
と
十
二
月
に
陽
性
率
一
六
％

り
ま
す
。
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
講
じ
、
村
民
各
位
の
御
期
待
に

本
年
も
本
村
教
育
振
興
の
た
i3

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
内
完
成
は
確
実
と
思
わ
れ
ま
す
最
近
の
死
亡
原
因
の
統
計
を
胃
の
集
団
検
診
を
行
い
主
し
た
と
な
っ
て
居
り
、
そ
の
内
訳
は

て
成
ら
ず
と
申
し
ま
す
が
、
本
こ
た
え
る
よ
5

最
善
を
尽
し
た

日
倍
旧
の
御
協
力
を
た
ま
わ
り
文
中
学
校
の
自
転
事
置
場
の
建
ま
た
、
東
中
西
＝
＝
池
区
に
設
見
る
と
全
国
平
均
で
は
、
脳
出
そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
蛸
虫
二
七
二
人
。
ぺ
ん
虫
ニ
―
―
―

村
の
教
育
が
粁
々
と
し
て
羅
進
い
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
ナ
設
、
校
庭
拡
張
に
伴
う
民
家
の
け
た
通
年
制
の
幼
児
学
級
も
、
血

0

ガ
ン
。
心
臓
病
°
老
姦
。
オ
一
次
受
検
人
員
二
四
四
人
人
。
ぎ
よ
う
虫
一
人
0

十
一
＿
指

5

の
一
途
を
た
ど
つ
て
い
る
こ
と
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
公
民

ー
さ
て
過
去
一
年
間
を
顧
み
ま
移
転
、
閲
理
室
の
改
修
と
設
備
小
中
学
校
及
び
保
護
者
各
位
の
肺
炎
゜
習
炎
。
結
核

0

可
故
死
内
要
二
次
検
査
一
七
四
人
腸
虫
八
九
人
と
な
っ
て
い
ま
す

に
対
し
、
大
き
な
期
待
を
か
け
館
の
設
匠
、
社
会
教
育
主
事
の

月
す
と
、
村
当
局
並
び
に
議
会
を
の
充
実
、
家
庭
科
教
室
の
施
設
絶
大
な
協
力
と
講
師
の
方
々
の
て
居
り
ま
す
°
胃
腸
炎

0

自
殺
。
新
生
児
疾
思
異
状
な
し
七

0
人
こ
れ
を
見
て
も
い
か
に
寄
生
虫

設
置
、
脊
少
年
の
健
全
育
成
、

ー
始
め
関
係
各
方
而
の
一
体
的
の
・
設
備
、
技
術
教
育
振
興
の
た
献
身
的
な
努
力
と
に
よ
っ
て
、
社
会
教
育
の
面
に
お
い
て
も
社
会
体
育
の
振
興
等
、
数
多
く
以
上
の
瞑
位
に
な
つ
て
居
り
、
オ
ニ
次
受
検
者
一
三
一
人
に
お
か
さ
れ
て
い
ろ
方
が
多
い

年
・
こ
協
力
に
よ
り
ま
し
て
計
画
の
め
の
エ
作
室
の
改
修
並
び
に
設
大
き
な
成
米
を
収
め
つ
つ
あ
る
関
係
諸
団
体
の
自
党
に
よ
り
、
の
課
悶
を
か
か
え
て
居
り
士
す
，
こ
れ
を
＋
大
死
因
と
い
つ
て
い
内
か
が
わ
か
り
ま
す
。

8

大
部
分
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
こ
備
の
改
菩
、
理
科
教
室
の
施
餃
こ
と
は
御
同
塁
に
堪
え
ま
せ
ん
一
歩
一
歩
、
健
実
な
歩
み
を
続
の
で
、
こ
の
方
面
に
つ
い
て
も
ま
す

0

胃
下
垂
五
一
一
人
村
で
は
こ
れ
ら
阻
性
者
に
は

3
 
と
は
、
本
村
教
育
伸
展
の
た
め
・
設
備
の
充
実
、
便
所
の
培
設
学
校
保
健
の
強
化
の
た
め
、
各
け
て
居
り
t
+
。
沼
々
と
具
体
的
な
方
策
を
講
ず
し
か
も
脳
出
血
°
ガ
ン
。
心
臓
胃
炎
二
六
人
＿
一
月
中
に
駆
虫
薬
を
の
ん
で
碩

和
よ
ろ
と
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
即
等
々
、
統
合
一
年
に
し
て
、
ほ
学
校
に
薬
剤
師
を
設
置
し
、
中
昭
和
三
十
七
年
は
、
こ
の
よ
る
必
蔑
に
せ
ま
ら
れ
て
居
り
ま
病
と
三
位
ま
で
が
他
を
断
然
引
胃
炎
胃
下
垂
三
人
き
、
こ
の
恐
ろ
し
い
寄
生
虫
を

罷
ち
、
小
中
学
校
の
同
時
統
合
と
と
ん
ど
完
備
さ
れ
た
こ
と
は
特
学
校
の
給
食
室
を
改
修
し
、
設
う
に
猛
虎
の
寄
で
突
進
し
、
大
す
。
村
民
各
位
の
御
瑣
解
と
御
は
な
し
て
死
亡
率
が
高
く
な
っ
目
潰
痔
二
人
揆
滅
し
、
蜆
虫
ゼ
ロ
パ
ー
セ
ン

い
う
画
期
的
な
大
事
業
が
円
満
筆
に
値
す
る
と
思
い
ま
す
°
備
を
改
善
し
て
、
中
学
生
全
員
き
な
足
跡
を
残
す
こ
と
が
で
き
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
て
い
ま
す

0

瀑
朕
目
幽
門
脱
一
人
卜
の
実
を
あ
げ
た
い
と
願
つ
て

に
実
施
さ
れ
、
最
大
難
関
と
言
昭
和
三
十
七
年
度
最
大
の
事
を
対
象
と
し
て
補
食
給
食
を
実
ま
し
た
。
げ
る
次
弟
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
反
し
て
、
一
時
亡
国
要
精
密
検
査
八
人
い
ま
す
。
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